
　本特集をお読みいただきありがとうございます。
　令和 5 年度全国体力・運動能力，運動習慣等調査によると，体力合計点については，令和 4 年
度調査との比較で回復基調にあるものの，コロナ以前の水準には至っていないといいます。また，
体育の授業以外の運動時間は減少傾向が続く一方で，コンピュータやゲーム，スマートフォンな
どを使用するスクリーンタイムが増え，運動不足の子は増加していると報告されています。運動
時間の二極化は運動をする子としない子の体力差を生じ，運動をしない子の顕著な体力・運動能
力の低下に引きずられて全体的に低下していると考えられます。コロナで形成された運動習慣は
容易には変更できないということでしょうか。
　一方，成果主義に基づいたスポーツ・運動過多や不適切な指導によるスポーツ傷害は今なお存
在します。小児の運動器の健康を育む意義は，これが成人の健全な運動器をもたらすだけでなく，
心肺持久力の向上や脳の運動制御機能・精神の発達，知的能力の獲得に関係し，成人における肥
満やメタボリックシンドロームの予防にもつながることにあります。
　少子超高齢社会・日本の将来を担う次世代の運動器の健康を守り，健やかに育むことは大人の
責務であり，運動器の専門家である整形外科医の使命でもあります。是非，後進の皆様の新しい
発想とたゆまぬ研究の推進を切望します。
　読者の皆様におかれましては，健康にご留意いただき，ご活躍くださいますようお願い申し上
げます。
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